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森 :少 し科学史的なお話を最初に致しますと、1938年 (昭和 13年)に ウランの核分裂と
いう現象が発見され、 ドイツのハーンとシュトラスマンの 2人の業績ですが、要するに中
性子をボつけるとウランが核分裂をするらしい。後でいろいろ調べてみますと、核分裂と

同時に 2～3個中性子が出るらしい、だから工夫すれば鼠算式に反応を広げることもでき
そうだし、それから話がちょっと細かくなりますが、いわゆる遅発性中性子、遅れて出る

中性子がある事もわかつた。この核分裂で遅れて出る中性子がなければ、平和利用なんて

いうのはできなかったわけです。爆発だけになるからです。この遅れて出る中性子の部分

を制御して連鎖反応を一定に保つことができるのですから。それらのことが数ヶ月ぐらい

の間にばたばたと発表されてるんです。ただ、翌 39年の 4～5月 頃から段々発表がなくな
つて、これは何かあるということで、日本でも情報をとり始めたわけでした。

つまり、まず平和利用の可能性があること、次に、ウラン 235を濃縮する方法とウラン燃

料で原子炉をつくりその使用済燃料からプル トニウムを抽出する方法との、二つの原爆製

造の道がある事は、かなり早くから米英などが気づいていたわけです。そして、日本でも

ご承知のように理研では仁科芳雄さんを中心に、京都大学では荒勝文策さんを中心にいろ

んなことをやっておりまして、ご承知のように 43年には、だいたい「日本ではできない」
「米国でもこの大戦中には間に合わないだろう」という判断を一応政府に仁科さん等が答

申したりしてるんです。しかし、そのあとも仁科さんを中心にある程度の勉強はしておら

れたわけです。私のいた京大では、遠心分離法や電磁法による濃縮で、理研でやつていた

のは主として熱拡散法ですけど。そういうようなことがありまして、そんなことで、広島

に原爆が落ちた 1945年 8月 6日 の 2日後、8曰 くらいに仁科さんが広島に乗り込んで、

これは原爆だということはすぐにわかったわけです。

しかし、「この戦争には米国といえども間に合わないだろう」という思い込みは、戦争中ず

つと続いていた。1945年には、実は米国政府内では、原爆投下の是非、投下地点の選定な

どで、相当激しい議論が進み、3～ 4月 ころからは所謂「ハ ト派」の学者は除外されて検討

が進んでいました。その影響か、或る米国の冶金学者が 5月 はじめ、日本の親友に「原爆

投下が決まった。ヒロシマが危ない |」 という極秘の手紙を、身の危険を顧みず送り届け

た。その結果一人の学生が急遠、広島の中心部に住んでいた家族を田舎に疎開させ、命が

助かつたという秘話があります。この話は関係者が 50年近くも日外しなかつたし、関係
した両国の著名な学者連は逝去されているので確かめる術もないのですが、私の親友であ

る「その人」に問い質した印象では、手紙を受け取つた教授も相談をうけた方も、半信半

疑のままとにかくその学生にアドバイスした、ということのようです。

それで進駐軍がやつてきて、9月 の半ごろにはもうすぐ、放射性不安定元素とウラン235

の大量の分離は禁止する、研究はやつてはいかんとの触れを、GHQ(General

Headquarters)の命令で出しておりまして、戦争が終わつて 3ヶ月の後には、理研や阪大
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や京大のサイクロトロンを米軍が破壊してしまったわけです。

しかし後で調べてみますと、11月 頃からもう米国でも軽水炉などの各種炉型について、特

許申請は始まつていて、これは早く特許を取りすぎてくれて、日本が平和利用に着手した

頃には特許の期限が切れ掛けとつたんで良かつたんですけれども、だいたい 46年中くら
いにはほとんどの型の原子炉型まで、米国では特許が成立しておりました。ですから、あ

る程度関心を持って調べていた人には、原子力の平和利用の可能性があるということは、

ある程度分かつていた筈と思うんです。その後、米国に次いでソ連や英国やなんかが原爆

をつくつたり水爆をうくったりしたのです。

米軍も、サイクロトロンまで壊したのはちょっとやりすぎかなって感じはあったらしく、

この話は前に茅 誠司さんが言つたと思うんですが、1950年に放射性のアンチモン 125を

日本に O.4キ ューリー送ってきましまして、おつかなびっくりで、今考えると漫画みたい

な話なんですけど、その箱の蓋を開けたのが、垣花秀武さんであるか原 稽之助さんである

か、両説があるんです。記念写真を見ると、Kさ んがちゃんと立っている。 (笑い)
島村 :原君は自分で開けたように言つてるし。

森 :開ける瞬間の写真の前に立ってるあいつつて怒ってる人もいる。 (笑い)こ の本には H
氏らが苦労して開けたつて書いてあるんですけど、両氏ともまだ健在ですからこの話はこ

れ位にして。 (笑い)

[「温故知新 (斎藤信房、日本原子力学会誌 No.7:1990)東大化学教室中庭で開封作業を

行なった。主な作業者は斎藤信房、原 遭之助、垣花秀武であった。」「戦後初のアイソトー

プ輸入から半世紀(原 ネL之助、Isotope News 2006年 1月 号)梱包を開く時の写真では、
斎藤信房先生の脇に原氏。」 原 祀之助氏の回顧 :仁科研から東大化学教室に運び、中庭
で斎藤先生を中心に原氏等が容器の開封をしたあと、後から出てきた隣の研究室の垣花氏

が開栓した。翌日、朝日新聞の求めにより、開封作業を垣花氏が再現し、それが朝日新聞

に掲載された]

それが 1950年です。一般の間では、日本の原子力の平和利用の可能性にはあんまり関心

がなかったと思います。原水爆の方に皆の関心がいっておりましたから。アイゼンハワー

声明が出たのが 1953年ですから、その 3年前。しかし50年頃から米国の原子炉のデータ

などが公表され始めておりますから、ぼつばつといろんなものを、英語の資料を読んでお

ればある程度わかつたんだろうと思うんです。

日本で最初に平和利用に気づいていたのは誰か、それを後で記録づけてみますと、殆んど

無いんですけれど、橋本清之助 (のちに日本原子力産業会議代表常任理事)さ んの話では、

1948年の 12月 の終わり頃に、後藤文夫さんが戦犯解除になつて巣鳴から出てきたんで迎

えに行ったら、「大変だ、米国では原爆で発電をしてるそうだ、日本はエネルギー資源を獲

得しようとして戦争やったんだから、日本も考えなければいかんのじゃないか、英語の新

聞にそう書いてあったぞ」と言われたのが、原子力との最初の出会いだと。後藤文夫さん

は、ご承知の二。二六事件の頃内務大臣 (1934年 7月 ～86年 3月 )だつた人ですけども、
あの方は英語も非常に勉強しておられたし、巣鳴の中で英語の新聞読んでそんなことに気

が付くくらい、むこうの新間にはかなり関連記事が出てたと思うんです。ですからおそら

くメーカーさんの方では、興味ある方はご存知だったかもしれない。かなり早い時期から、

GEや ウェスティングハウスなどがそのほうに関心を持ってたと思うんですが、あまり表
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には出ていないんです。

1950年 にアイソトープが日本にきたのを契機に、アイソトープ協会の前身ができたのが

51年ですからかなり早い時期で、後で社団法人の RI協会になるんですけれども。その後、
いろんなことがあって、この前の茅先生や伏見先生のお話のように、三原則とかの問題が

浮上したのです。私が大学を出ましたのが 48年ですが、その頃、どうも原子力平和利用
の問題があるらしいっていうんで、日本でそれをやるなら軍事利用に巻き込まれないよう

にやらなきゃならんと、「原子力談話会」というのをつくりました。だいたい全国の大学助

手クラスにゲキを飛ばして、まあ若気の至りですけども、52年くらいでしょう、富士山麓
の精進湖の小学校の教室を数日間借り、40人ほど集まって勉強会をやったりしました。伏

見さんや湯り||さ んや朝永さんから5千円ずつ出して助けてもらったのを覚えてます。あの

当時としては大金で、今にして思えばよく出してくれたと思うんですが。

そんなことをやっておりまして、三原則なんて議論をしておった時期の理論付けというか

下働きしてたのが、この辺の人々でした。私はそれほどでもないんですが、若い方では、

服部 学君とか、大塚益比古君とか、そういう人たちと、なんとか平和利用を始めるための

条件を模索しとったという状況です。

そういうことやつている時に、53年の 6月 なんですが、財団法人電力経済研究所が、日本
で原子力平和利用を「大いに推進すべきである」、それには「これこれ」、という建議書み

たいのを出したというのが新間に出まして、私ども嘴の黄色い頃ですから、私と先ほどの

2人 と 3人 (森、大塚、月艮部)で、けしからんと抗議に行つたんです。財界の人が原子力
を儲けのための仕事にしようとするなんてとんでもないと、まあ、28歳ですから――。

行つてみたら、丸の内の中何号館、赤レンガの薄暗い建物が並んでました。新聞で見たこ

とがある石黒忠篤さんとか、後藤文夫さんとか、岩田宙造さんとかで、論語だか孟子だか

声出して読んでるわけなんです。それで「お前たちよくきた」ってわけで、「いや俺たちは

その、戦犯でもあつたけれど、日本をめちゃくちゃにした責任を痛く感じている。原子力

が日本の復興の役に立つんだろうと思ってやっとるんだ、儲けようなんてそんなケチなこ

とは考えてない。」と言つた話がとつかかりになって、外で文句言つてないで中に入つてこ

いってことから、私など、ミイラとりがミイラになったということなんです。

電力経済研究所は、日本発送電 (株)を解体する時に、一株あたり端数が出たんですが、
それを集めて財団法人にした。運用資産 5千万円、基本財産 6百万円。それで何をやるか

というんで、当時主婦連会長だつた奥むめをさん等も理事となり、電カコス トを合理的に

きちんとしなきゃいけないということと、新しいことを考えなきゃいかんということで。

それで、橋本さんも含めて何人かの方で、原子力を勉強しなきゃいかんということになっ

たのでしょう。しかし、どうも後で聞いてみますと、かなりためらいがあったんです。や

はり核アレルギーといいますか、うっかり原子力利用なんて言うと、大衆からの大きな反

発をくうかもしれない、やっていいのかねという感じはかなりあつたようです。この気持

ちは、視点は違うかもしれませんけど、松永安左衛門さんにもあつたようです。ですから、

なかなかエンジンが掛からない。そこで、今日島村さんがお配りいただいた資料にもあり

ますように、最初は原子力と言わずに新資源エネルギー研究委員会って名前つけて、実際

は原子力の研究会をやっていた。杉本朝雄さんとか、伏見康治さんとか、いろんな学者に

原子力の原理を聞こうってことで、定期的に会合を持っていた。
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たまたま 1954年の 3月 2日 に、突然初めて原子力予算 2億 35百万円が国会に出た時も、
東京駅のステーションホテルの会議室で勉強していたところへ、藤岡由夫さんが飛び込ん

できて、「大変だ、大変だ、政府がもう国家予算をつけちゃった」と。さあどうするか、学

界も早く態度を決めなきゃあと、飛び込んできたりしたことがあったんです。このように、

早い時期に、電力経済研究所は手をつけておったわけです。

私はたまたま、電力経済研の近くの丸ビルの、中央公論社に勤めていたので、夕方の 5時
か 6時ごろからは、電力経済研に出掛けていつて、たまたま旧知だった事務局長の早り|1淳

一さんが手伝えって言うもんだから、翻訳などいろんなお手伝いをしていたんです。そう

こうしているうちに、原子力予算も付いたということで、2年近くたってちょうど原産が
できる前の年、1955年 6月 に原子力平和利用調査会というのに名前を変えたわけです。
一方そのころ、主として瀬藤象二さんとか高橋 賞さんとか、どっちかというと電気工学系

統の方で、勉強会をする必要があると。その世話をどっかで引き受けてくれるところはな

いかというので、瀬藤さんは当時東芝の専務だったかと思うんですけど、スポンサーを探

して、結局電力中央研究所に頼み込んで、「原子力発電資料調査会」をつくったのが 54年

の 12月 です。そこでいろんなグループをつくって、ジュネーヴ会議の第一回が 55年 8月

だつたですから、その論文でも集まって読もうつてんで、最初はジュネーヴ会議の論文読

み会みたいだつたんじゃないかと思うんです。そういうことをやっておって、外務省にジ

ュネーヴ会議の論文がきたなんていったら、僕らも押し掛けていつてそれを持ってきて、

複写して読んだりしていた、そういう熱気にあふれていた時代です。

それから、先ほどちょつと島村さんがおっしゃったように、55年の 6月 頃ですが、これは

むしろ正力松太郎さんが、経団連もやらなくちゃおかしいっていうことから、原子力利用

打合会つていうのをつくられた。この三つができとったわけで、一つは電力経済研、日本

発送電の流れです。そういう流れと、電力中研に宿借 りしておる、安川第五郎さんが会長

をしておった原子力発電資料調査会、それから、経団連の中に正力さんがつくった原子力

利用打合せ会或いは懇談会、この三つの流れがあつたということです。

そこで、ぼつばつ原子力予算を消化もしないといけないし、島村さんはじめ役所の体制も

だんだん整ってきて、11月 には原子力研究所が、もう法律なんかつくってたんじゃ間に合

わないから、財団法人の原子力研究所が発足ということになつた。その頃、米国ではちょ

うど 55年の 6月 にフォーラム (AIF:Atomic lndustrial Forum)が できていた、最近
USCEAIUnited States Council for Energy Awareness)と 名前を変えたようですけど(さ

らに、1994年には NEI:Nuclear Energy lnstituteに改紛 。これができておつて、その

時に今の電力経済研究所の中の原子力平和利用調査会のほうから、どうも民間でいろいろ

やつとるけれども、対学界という意味も含めて、産業界も連絡会ぐらいつくらないと、あ

まりばらばらにやってはいけないということで、提言などはしていたんです。

これは間違いないと思いますが、橋本さんと正力さんというのはご存知のように最後の貴

族院議員、勅撰の貴族院議員です。戦争末期に、華族でもなく多額納税者でもない議員が

できたんです。唐沢俊樹さんと正力松太郎さんと橋本清之助さんの 3人だつたと思います

けど、まあそういう仲間で非常に親しい。橋本さんはなにかあると、正力さんのところヘ

行つて相談するんだなんて話しておられました。たしか、或るトップの人を呼んだときの

講演会の帰りに、日本でも政府が一本になつたのだから、民間もまとまらなければいかん。
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民間に一本になれつて正力大臣から言わせようつていうことになって、「今からそれじゃ

ちょつといくから、お前ここで車降りろ」つてんで、私たしか日比谷あたりで放り出され

た覚えがあるんですけど。それで表は正力さんが呼びかけて、民間一本になれと(1月 20

日原子力委員会での正力発言「橋本清之助、松根宗一、菅 祀之助各氏と小坂順三氏との手

を握らせねばならぬ」)。 そこで、名前もア トミックフォーラム、フォーラムっていうのを

どういう風に訳すか、会議所か、会議所じやなんか静的というかあんまり魅力がない、「会

議」がいいんじゃないかって、「原子力産業会議」っていうことになった。発足したのが

56年の 3月 1日 だつたわけです。そういう風な三つの流れが合流したわけです。

1954年 3月 に、政界のイニシアチブで、中曽根康弘さんや斎藤憲三さんなどが、原子力

で思い切り予算をつけようとして、例の保守 3党共同の予算修正があったたわけですけど、

しかし学界の左だかなんだかが、七面倒くさいことをいろいろ言う。そこで、そういう人

たちも入れて、「三原則」を掲げてみんなで国論統一してやろうじゃないかと、踏ん切りを

つけた。皆これに乗り遅れちゃいかんっていう雰囲気はありました。けれども、電力会社

関係はさきほどちょっと申し上げましたけれども、大御所の松永さんもそれほどでもなか

ったように思います。ただその時に、当時東京電力の会長だつた菅 譴之助さんを原産会長

にしたのは、非常によかった。あの方は、戦後石炭庁の長官でしたが、戦争中から鉱山界

の大御所で、古河財閥の会長かなんかも勤め、俳人としても一家をなしていた、そういう

非常に広い視野を持っておられた。そういう方をかついで、原産をつくったわけです。

創立時は事務局の人事は結構大変で、総務部長は経団連からきましたし、事業部長は平和

不J用調査会から早川さんがきて、調査部長は電事連から小林さんがきた。渉外室長には通

産省の誰かがきた。とにかく皆おれの領分さと乗り込んできた。その時事務局長をどうす

るかはずいぶん揉めました。橋本さんが、本当に団体としてちやんとやるんなら、事務局

長を握らなきゃイニシアチブはとれない、だから俺は事務局長を兼ねるのでなければ、た

だ並び大名の常任理事では嫌と、最後までだだこねまして。大変だつていうんで、結局最

後は小坂順造さんと松永さんが 2人直談判となり、ずいぶん激しく議論して、小坂さんの

ねばり勝 ――。常任理事は、橋本さんの他に、電事連から松根宗一さんがきたり、経団連

からも堀越禎三さんがきたりしたわけです。その頃には私も、中央公論とのかけ持ちでは

もたなくなって、小坂順造さんが電源開発 (株)の総裁になりましたもんですから、電源開

発で採用して、すぐ即日原産のほうに出向つていうことにしたわけです。

メーカーさんの方の体制つくりは、今日皆さんお見えですから、私が申し上げるまでもな

いんですけど、非常に早いんです。一番早いのが、三菱でしたか。55年の 10月 には三菱

原子力委員会、ⅣhPをつくられた。それから日立のグループも、56年の 3月 には東京原
子力産業懇談会をつくっておられるし、住友さんも 4月 に、住友原子力委員会でしたか。

それから 6月 には東芝が日本原子力事業会をつくつておられるし、8月 には第一原子力産

業グループ。ご承知のように三菱、住友、東芝グループはそれぞれ原子力の専業会社をつ

くられたし、後の二つもそれぞれ研究所を持っておられた。まあ非常に早かつた。原研が

発足してまた燃料公社もできるということで、注文が出始めたからそれに対する体制がな

いといけない、委員会では受注できないから会社をつくれつていうことだつたと思います。

そのころ各社は皆、どのグループに入るか大変で、建設大手の中には、社長、副社長が別々

に飛び回つてたもんだから、気が付いたら二つのグルーブに入つてたなんて珍事もあり、
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そういう事情でそのまま二つのグループに入つているというのもあります。それくらいな

盛り上がりがあつたわけです。もちろん注文があったって全然利益にもならんし、大変競

争が激しくて、あの当時は確か国産 1号炉用の重水を米国から運ぶのに、入札をしたら、
丸紅でしたか、マイナスの入札を入れまして、5百万円かなんかお金出させていただきま
すってのが出て、それで落としたんですよ。 (笑い)

そういう時代でして。あんまりこういう状況じゃあ酷いから、そういうこともある程度調

査しなきゃと、原産で今もやつております産業実態調査をやり、60年には「赤字白書」を
出したんですけれど、既にその頃もう3～ 4年で 10億円くらいの赤字が専業 3社だけで蓄
積している。そんなことで費用賄えないぞ、みたいなことを言つたりしてやったもんです。

その頃、やつと電事連でもいわゆる原子力発電の計画をぶちあげたり、いろんなことを始

めてはおりましたけれども、どれほど積極的であったかはよくわからんのです。

56年夏のことですが、内海清温電源開発総裁の時に、原子力のような新しい、しかも当分
黒字の見込みのないものは、むしろ電源開発のような国営でやるべきだということをぶち

あげたんです。それが正力さんと河野一郎さんの両実力者による、例の有名な正力河野論

争の始まりです。だいたい原子力は、夏になると何か起きてました。とにかく暑い夏だっ

た覚えがありますが、私はその頃まだ電源開発の禄を食んでおりまして、しかも原子力産

業会議の課長もしておりまして、板ばさみになってうろうろしておりました。結局は妥協

の産物で、三割を電源開発が出資ということで日本原子力発電 (株)ができたのが 57年。
このときは、電源開発と原産が対立して、僕なんか、お前はどっちだみたいなことを言わ

れたこともあります。

言葉は悪いですけども、電気事業者の国営アレルギーをくすぐって、ぼやばやしてると国

がやるぞ、しっかりしろという感じであって、仕組まれたとまで言うと言いすぎかもしれ

ませんが、ある程度松根さん辺りは、そのようなことを考えたフシがあります。20年も経
つた後で、雑談の言葉の端に出ております。あのおじさんとなると、その位のこともやつ

たんじゃないのかと。 (笑い)

そんなことで、原産のほうも 56年には中部と関西に「原子力懇談会」ができ、59年には
東北の懇談会もできたという状況でした。産業会議をつくった時には、菅 祀之助さんが会

長で、副会長が植村甲午郎さんと大屋 敦さんと杉 道助さんでして、常任理事に岡松成太

郎さん、堀越禎三さん、松根宗一さんそれに橋本清之助さん、と言う状況でした:事務局
には電力会社からの出向も多かったし、私も最初は電源開発からの出向だつたんです。

そのとき、裏話になるんですが、原産っていうのがいつまで要るであろうかという議論も

あったんです。その時幹部連の頭にあったのは、要するに簡単な言葉で言うと、核アレル

ギーの解消にどの位の時間が掛かるだろうか。あと 10年もやればいいんじゃないかとい
う感じがありまして、職員は 10年 くらいでやめてもらってもいいように、退職金だけは
たくさん出すようにしとけとか言つたらしくて。 (笑い)退職金規定だけはいやに恵まれた

ものをつくった。私みたいに後々いつまでもやらされる人間は、途中で困つちゃって、う

ちの連中に言うと悪いんですけど、退職金の対象になる基本給を抑えて。 (笑い)それで苦

労しとるんですが、そこまで考えてあったようです。

ところが原子力の問題は皆さんご承知のように、なかなか PA(Public Acceptance:公衆
の受け容れ)の問題以外にも問題がいろいろありまして、やめるわけにいかなくて、原産も
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今日で 33年もやらしていただいてる状況です。繰り返しになりますけど、最初の時期は、

核アレルギーって言いますか、うっかり原子力に手を出すと痛い目に、火傷するんじゃな

かろうかというのが、やはリー番大きな問題で、かなり後にも尾を引いております。最近

の「広瀬 隆」現象も、ある意味でそれかもしれませんけれども。そういう意味でその後も、

長期計画とかいろいろなことで民間が、とにかく原産も至らない組織ですけれど、皆さん

のご援助で、とにかく民間一応一本になって政府に注文をつけ、政府も政策を変えないで、

途中で中だるみとか石油危機という状況もありましたけど、今日まできた。

今日はメーカーさんの方もおみえですが、先程私は、核分裂の発見の時からいろいろ申し

ましたけれど、かなり早い時期からそういう英語の文献等ぼつばつ入つておつたわけです

から、メーカーさんの中には、早くから勉強はなさっておった方もいたんではないかと思

います。原産ができる前後からの体制つくりは、財閥解体後の再編成の時期で、グループ

の結束を高めることが必要という感じがあったところへ、原子力はいい機会と捉えられた

こともあるかもしれません。非常に見事に皆さんそれぞれ体制を整えられた。その動きな

ど見ておりますと、表から見ますと原研やなんかの受注の対応に見えますけれど、その前

から、むしろメーカーさんの方が、米国のメーカーとの連絡があつたりしたんじゃないか

と、この辺私全然にはわからないんですが、そういうような気がするわけです。

一方、電力の方が本当に本気になったのは、大分あとだと思います。それまでは、差しさ

わりがあるかもしれませんが、そういう風には見えませんでした。ただ電力も、原電がで

きた時には、後で社長、会長になったような有能な人を、課長レベルで出向させています。

菅さんとか木川田さんとか、そういう辺からトップの人は、燃料民営化のときもずいぶん

議論がありましたけれども、非常に早い時期から、核燃料サイクルについても民活的な認

識も非常に高くて、先を見ておられた。原子力を取り込むことによって民意を高めて膨ら

ましていくという動きの中で、原子力に食いついてものにしてきたような感じです。

1965年以降、電力の姿勢もずいぶん変わってきて、最近時々電力の幹部の方とお話しする

と、今社長になっておられる方は、その当時は取締役にもなつておられない方でしょうけ

ど、原子力を扱うことによつて「電力会社も、ずいぶんグレー ドアップした」つていうん

です。むしろその方が、原子力自体の技術面のメリットより電力にとって大きかったので

はないかいうことを、電力会社の経営者の トップの方が述懐されるようになった。原子力

の副産物かどうかわかりませんけれど。

私も、昔の方にいろいろ確かめてみたいと思つても、それこそ松永安左衛門さんもいらっ

しゃらないし、松永さんにはもう少し聞いておけたらと思うんですけど。とにかく原産を

つくった時は、橋本さんなんかまるで敵地へ乗り込むような悲壮な気持ちで、電力経済研

の仕事を思い切つて原産へ投入するという、江戸城明け渡しというそんな感じでした。菅

さんとは会つたこともないわけだし、菅さんの方も、橋本さんなんていうのは貴族院にお

ったなつていう程度でしょ。松根さんもおそらく初対面だつた。しかし、長い間そういう

立派な人々が力を揃えてやつておられたということが、大変大きかったのでしょうか。

島村 :ど うもありがとうございました。15分ほど空費した割りには、短いお話で。 (笑い)

ゆつくり話されれば、もう少し時間がたつたかも。 (笑い)少 しおうかがいしたいんですが、

今日は福田さんなどもおられるから、そちらからも説明してくださると思うんですが、原

子力という日本語が出てきたのは、いつたいいつ頃だつたでしょう。
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森 :あれは、だいたい 49年 ぐらいです。ちよつと手前味噌で申し訳ないんですが、私が中

央公論で「自然」という科学誌の編集部にいて、USISつ ていいましたかな、米国の科学

情報局の出店のようなものが有楽町にあつて、そこで原子力の写真を借 りたり、情報をも

らつたりしていました。その翻訳をずいぶんのせたのですが、nuclear reactor、 nuclear

powerと いうものをどう訳すかという議論をしまして、あの時毎日新聞の記者だつた金関

義則さんという人が、今でもまだお元気でおられますが、nuclear reactorは原子反応炉が

いいと言つてくれたのを覚えています。

田中:一時反応炉つて言つてました。irnaceつていう言葉があつたのかな。

森 :最初は黒鉛を積み上げたから、pileと 呼んでいた。だから原子堆とか訳したり。

原子炉に定着したのは、ちょつと手前味噌ですけれど、ハフスタッド氏というAECの原

子炉開発部長が書いたのを「自然」に載せたのが、確か 49年か 50年ごろですから、その

訳を乗せた頃から、大体そういう言葉が定着していた。原子力とするか原子動力とするか。

nuclear energyと nuclear powerの 使い分けでは、powerは大体において、いわゆる原子

力発電で、船の動力は含まないものを powerつ て言つてることが判つた。

田中:そのころ、原子動力研究会つて言つてました。

森 :そ うそう。その原動研が原産に入るのは、ちよつと遅れたんです。

田中:あれ別だつたんですか。

森 :ええ、今申し上げた中の電中研にあつた原子力発電資料調査会、あれよりどういうわけ

か半年ほど遅れたんです。あれは技術者の独立主義のような気分がありまして、松永さん

なんかの意向もあつたんじゃないかと思うんだけど、かなりの時期まで大山松次郎さんに

会長してもらつて、高橋 賞さんが世話役やつて、なかなかこれは自主性を尊重しなきやい

かんって、こちらも腫れ物に触るみたいな、どうぞひとつご勉強くださいと。10年くらい

たってからは、全くそういうことはありませんけど。

島村 :原子力に関係する言葉は、誰がそういう風に決めたか、時々疑間に思うんです。今の

お話の中にありましたけど、それで思い出してお聞きするんですけれど、原子爆弾が落ち

る前の日本では、原子核物理という研究がある程度行なわれていたわけです。今日のお話

にはなかつたけど、陸軍、海軍それぞれが学者を呼んで、原子爆弾をつくれるかという研

究をやつたということだつたんですけれど、今日になつてみると皆さんあまりおつしやら

んし、記録も少ない。誰々は陸軍に呼ばれ誰々は海軍に呼ばれたつていうようなことも、

探せばあるんですけども。それはいいとして、敗戦後 GHQの指令ということで、書き物

によれば、原子力に関する一切の研究が禁止されたと。それで伏見康治さんが茅 誠司さん

に頼んで、講和条約ができる時に、原子力の研究が全て禁止されるようなことでは困るか

ら、なんとかしてくれといわれて、茅さんが外務省かなんかに確かめたところが、講和条

約には禁止条項は入つとらんということで、ほつとしたと言う伝説があるんです。

占領下における GHQの指令による禁上の内容は、私はそれの原文を持つていないので、

日本の科学百年史つていうのに出とつたのを、コピーしてもらったんです。428ページの

ところに出てるんです。1945年 9月 22日 GHQ指令第 3号第 8項には、「ウランからの

ウラン235の同位体分離またはいかなる放射性不安定元素の同位体分離をきたすことを目

的とする全ての研究または開発を禁止する。」とあり、さらに、1947年 7月 30日付の極

東委員会における原子力分野での日本の研究における活動という文書の中には、
「日本に
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おける原子力分野の全ての研究は、基礎または応用的性格のいずれのものも、禁止される
べきである。この研究には次のものが含まれる。①核分裂性核種の生産を目的とする全て

の研究または開発、②化学元素の天然同位体混合物より核分裂性の同位体を分離または濃

縮することを目的とする全ての研究または開発」とされている。

しかしながら、「実際にはこの間こうした科学的な研究が全く停止されたわけではなく、時

折 GHQの査察を受けながら、許される範囲で進められていた。天然放射性元素に関する
放射線や地球科学的な研究は、困難な状況にかかわらず続行された。また原子爆弾災害に

関する放射線科学的分析が行なわれた。」つまり、私は専門的なことはよくわからんけれど

も、原子核物理の研究自体ってものは、禁止されなかった。

森 :禁止されなかったんです。戦後すぐ小型サイクロトロンを動かして、放射線生物学の研

究を再開していますから。その後、45年 11月 29日 に米軍によリサイクロトロンを破壊
されて、アイソトープが一時入手できなくなったことはありますが。 (理研の小型サイクロ

トロンの再建は、1951年 12月 に建設開始(52年 12月 完成、53年からRI生産開始)。
島村:壊されたサイクロトロンだって、核物理の研究を目的とするもので、確かにあれは行

き過ぎであったt壊さんでもよかったものであることは確かなんです。
森:そ う言われてるんですね。

島村:ど うも占領軍の解釈が、同位体分離、一切の同位体分離がいかんということになつて

くると、ちょっと問題だけど。その証拠に、GHQに定例的に報告書を出さにゃいかんか
らって、学術会議の中に委員会ができた。大した研究成果もあつたわけでもなかったろう

けど、やつてる人たちは集まって、GⅡQに どういう報告を出そうかと相談しとったんで
す。だから、一切禁止されたというのは、ちょっと行き過ぎのような気がするんです。

森:そ うなんです。先程おっしゃった中にありましたけど、「大量の」という言葉が入つて

たでしょう。大量の、cOnsiderable amOunt ofな んとかって言葉があったんです。

島村:その辺が僕にはよくわからなかったんです。

森:そこは最初から入つとつたんです。

島村:も う少し早く原文が手に入つても、私の知識では分からなかったと思うんだけど、事

実としては、研究は行なわれておったということですね。

森:そ ういうことです、非常に少量の。

島村:今 日になつてくると皆孫引きみたいにして、原子力に関する研究は一切禁止された、

みたいに書いてあるんです。そうすると原子力の研究というものと原子核物理というもの

の関係、その辺はどうも境目がはつきりしない。私はその点を疑間に思って。どうもああ

いうものに大量のというのは入つてない、確かに木村健二郎先生のところが、放射化科学

的なものやっとたんです。

森:この年表を見ていただくとありますけど、45年から 50年にかけて、いろんなアイソ
トープを使ったのが出てます。

[同位元素研究の対象は、次の4種と推定される。 1)広島、長崎に残留した人工放射性
同位元素。2)放射線生物学に利用した少量の人工放射性同位元素。3)天然放射性同位元
素。4)安定同位元素の分離濃縮 ]
島村:ですから、それはいったい、原子力という言葉、研究つていうものの中に入るのか。

原子力の研究と原子核の研究は違うんだと、こういう風に言うのか。どうもそのへんが私
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にはわからんので、誰かに伺いたいって思ってたんだけど、ちょうど森さんが。 (笑い)

森 :いや、それはまだ今日的問題ですよ。だから加速器とかいわゆる原子核研究所でやつて

るようなことは、日本の場合は原子核研究だという整理で。今度縄張りを議論して、科学

技術庁が大型放射光施設 (SPring-8)をいよいよやることになってきましたけれど、一応

線が引いてあつたわけです。 ドイツなんかでは、カールスルーエ原子力研究所で大きな加
速器をつくるとか、むしろそういう基礎研究が入る。

島村 :私が在任中の時から、なんとなくその辺がはつきりしない。原子核物理というわけじ

ゃないけど、アイソトープと原子力発電は車の両輪だと言われていたんだけど、法律的に

いうと、アイソトープを原子炉等規制法から抜いて、別に放射性同位元素の障害防止に関

する法律がある。そつちの方は別だということにした。そこで細かいところにいくと、同

じ放射能に対する措置であつても、アイソトープの規制と、原子炉の規制と違ってくると

いうような面倒くさいことも出てくるわけです。それで大学の研究でも、原子力の方の研

究になると、とたんに原子炉規制法がかかってきて、とてもうるさくて大変だから、大学

ではアイソトープの研究に限るというような現象があるぐらいでしょ。

森 :原子力基本法をつくった時は、原子力の定義はどうされたんですか。

島村 :基本法でなにした時は、基本法自体は代議士さんがつくったんですからな。実質的に

法案づくりには協力はしたけれど。

森 :島村さんが書くとき、どういうつもりで書いたんですか。

島村 :斎藤憲三さんなんてうるさかつた。斎藤憲三さんの独壇場みたいで、両方ともはいつ

ちゃうような意味で定義されたんです。

森 :あんまり入れちゃうと、文部省の仕事に全部なってきます。調整の下に入ると。

島村 :いや、それはまた別の話です。原子力の定義は、原子力基本法で定められて、どこの

省だろうがなんだろうが、ぱっと全体にかぶせたわけです。それと原子力委員会設置法っ

ていうのはまた別だから。原子力のことは全て原子力委員会というわけではない。大学に

おける原子力研究は除くという矢内原声明と関係があるんで、ちょっとややこしいんです。

森 :ま あそれも改めて。

A:GHQと の関係もあつたような、原研の吉川秀夫君なんかによると、 ドクター・ハーマ
ンですか?

川島:ケ リーさん?

A:そ うケリーさんだ。

森:ケ リーさんの助言でできた(1949年 1月 )ス タック (STAC、 科学技術行政協議会)つて

やつ。

A:そこで、同位元素の輸入の世話してもらったりなんかした。1950年からですか。

島村:私は子供みたいに何にもわからんから、何でも質問するんだけど、的確になかなか教

えてくれる人が少ないですわな。原子力と原子核物理の関係なんか。その辺偉いと思うん

だけど、日本語にないのを次々に翻訳していくのを誰がやったのか。たとえば、濃縮があ

るでしょ、enrichment。 これを濃縮と訳したのは、いったいいつ誰がそういう訳したんで

すか。

森:あれは私らだけじゃなくて、科学朝日も翻訳しはじめとつたし、いろんなとこから定着

してきたんでしょうけど。私の記憶では、初めは「富化」と訳すのがいいって。
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島村 :富に化けるつて書く。

森 :ええ。それか濃縮がいいとか。両方使ってたことがあります。

島村 :向坊さんなんか聞いてみても、知らないですよ。

森 :ま あ 51年が最初だつて言つてくださりゃあ、私は「自然」の編集者の一人にすぎなかっ

たけれども。

島村: 濃縮は、enrichmentを どうして濃縮と訳したのか、という疑間が僕ら素人には起

こるわけです。それで教えを乞うて見ると、誰も分からん時代です。確かに富化というよ

うなあれも、古い文献には見られるんだけど、まあ並存時代もあつたでしょう。

森 :ま あ 52～ 53年頃には、大体濃縮を使つてました。

島村 :でも日米協定、第一回の研究協定の時は、外務省の翻訳なんかでも、全部始めから濃

縮になってたんですから。その前にあつたからそれを採用しただけで、外務省が決めたわ

けじゃないんです。その濃縮って言葉がいったいいつどっから出てきたんだと。原子力に

関しては用語が非常に難しくて、僕らは表玄関の方ばっかりいたからなんだけど、裏でい

ろんなことやつとった人がいるに違いないという気がして、そこのとこ考えてる。

A:翻訳の問題は、私が関係した 50年代中ごろでも、燃料の細かい部品の話なんかは適当

な翻訳がないから、自分で適当に日本語に直していた。多分、燃料集合体の集合体は私が

使い出したんです。結局誰かが使い出して、ちよつと広い立場にいる人が使つて、同時に

他の人が言つてこないとそれが定着するし、同時に出てくると長いこと拮抗しながら二つ

使われていくということで、誰もまとめなきゃならんと言いながら、本村健二郎先生なん

かもよくそんなこと仰ってたんですけど、あんまりきちんとではなく、なんとなく決まっ

てきてる。20年来、似たようなことじゃないでしょうか。

川島:私は、51年にたまたまリリエンソールの本を翻訳 しまして。その動機は、TVA

(Tennesseeヽ Llley Authority)の 本を翻訳した続きの第二作で。彼が TヽA総裁の後で、
46年に初代の原子力委員会の委員長になるんです。それを辞めた後で、これを書いたんで

す。それで半分は Tヽ■ の話、半分は原子力の話。まさか原子力のこと翻訳するなんてい

う心算もなかったんですけど、やむを得ず翻訳した。AtOmic pileは 、反応炉とか原子炉と

か組み合わせると原子炉ぐらいがいいと、あてずつぽうで自分としてはやったんですけど、

きっとその頃は既に森さんのほうでは、そういうふうなあれを使われておつたのかもしれ

ない。自分自身としては、あまり学もないし、原子力をやるという気もなかつたから。

A51年ぐらいですか。
川島:印刷が出たのが 51年。だから50年くらいに翻訳を一所懸命やつてたんじゃないかと

思うんですけど。だから発生の過程からしますと、私は字引を引きながら、いいかげんに

あてずっぽうにやつたという。

島村り|1島 さんが言われるように、川島さんみたいに訳す人が方々にいて、皆それぞれに勝

手な訳をつけてやつとるうちに、だんだん一つが残つていくことになるんですかな。

川島:いいものがこうだんだん、共通のものとして。

田中:原子炉つていう言葉が定着するまで、やつばり変な言葉がいくつかありましたよ。反

応炉だとか。どうも炉の字も火扁の「燎」じや変だから、金扁でこう書いた「鑢」にしよ

うとか、ずいぶん苦心しましたよ。

島村 :原子力つて言うのは素直なようだけど、範囲がどこまでか、どの範囲を原子力という
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のかということになると、どうも僕らにはわからんようになるんです。

川島:田 中慎次郎さんなんかが、ずいぶん早くから朝日新聞で原子力の勉強をなさって、

秘密ということであまり外に出さないけれども、ずいぶん早い頃から。

田中:一番まとまって議論になったのは、米国から例の、研究開発用にウランを 6kg提供す

るつていう話があつた時の、協定なんです。あれ英語でぼんときちゃったでしょう。外務

省は弱つちゃつたわけです。どうやって訳したらいいかわかんねえと。

B:外務省の若手が一所懸命調べて、書いたんです。そうして、いろいろどうも聞いて歩い

たらしい形跡があります。当時の通産省工業技術院の、当時は調査課だつたです、その辺

に尋ねてきて、そのときは田宮茂文さんと堀 純郎さんだったかな。しかし、必ずしも正鵠

を得た訳文ができないわけです。しょうがないんであちこち聞いた覚えはあるんです。

森 :あれは 55年でした。最も問題化したのは、irradiated fuel。

田中:irradiated fuelと 。これを訳しそこなって、大塚益比古さんに叱られたのが外務省

の黒田瑞夫つていう条約局の課長さん。条約局は自分で訳さなきゃいけないわけだ。それ

で irradiatedを 間違えちゃった。

川島:後には、オース トラリアの大使をされた。

森 :あの時は本当に使用済み燃料が問題だという感覚なかったから。勘ちがいして、「照射

されない」と逆に訳しちやつたもんだから。

田中:「 されない」と訳しちやつたんじゃ。「irradiated material」 照射されない物質つて

いうのがどう考えてもおかしい、おかしいなと思っているうちに、朝日新聞にでかでかと、

大塚さんに間違いだって書かれちゃつて、参つちゃった。いまだに覚えてる。黒田氏は非

常に困つたんですよ。

B:協定はそれでできちゃったんですか。「されない」でできちゃつたんですか。

田中:できちやつたんです。それで、外務省は仮訳と書いてあるんだからいいじゃないかと。

それ以来原子力には全て「仮訳」がついてる。

森 :そ うか、それから「仮訳」がはじまったんだ。

田中:そ うなんです、こわくて翻訳なんてできやしない。

森 :僕なんかは攻撃するほうで、面白かつたな。

田中:いやあ、攻撃されるのには参つたなああれは。第一 irradiated materialつ てどうい

うマテリアルかわかんないんだもん。

森 :あの頃から米国は、ちやんと核拡散の防止を考えとったわけですな。使用済燃料のこと

をいろいろ条件つけていた。

島村 :今のお話で、森さんは原子力平和利用調査会ができた頃は、中央公論社の森さんとし

て、講師をつとめたり。

森 :あ りますか、そんな資料が。

島村 :ええ、あるんです。原子力相互協定についてという題で講師をやっておられるんです。

私は断片的にこういう資料を持ってるんですが。当時は三つの団体があったということに

なつてます。電力経済研究所、後に原子力平和利用調査会というふうに、新エネルギー調

査会と名前を変えて、それからさらに独立したんでしたかな。

森 :いや、電力経済研究所の中に新エネルギー委員会があって、その新エネルギーを、原子

力平和利用調査会に名前を変えた。
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島村 :電力経済研究所という名前で、原子力に関してずいぶん出版物を出しておられるんで

す。53年何月かはつきりしないけど、翌年ぐらいになって、一応仕切りをして、新エネル

ギーという風に内部的に分離したわけですな。それまでは、研究所の名前で出版していた。

ここにあるのは電力経済研究所の資料です。欧米の原子力産業の開発の現状だとか、いろ

いろ出してる。「現下わが国の原子力開発問題に対する見解」とか、どんどん出してる。こ

ういうのはどこにいったら揃ってますか。私はそのうちの何冊かしか持ってないけど。

森 :私のところにある、一箱ありますけど。

島村 :それは原産じゃなくて、森さんのご自宅の方に。

森 :ええ、うちに。

島村 :そ うでしょうね。原産の資料室はあるけど、どうも皆やっばり原産ができてから以後

のものばっかりで。

森 :いや、できてからのも大分捨てないと。増える一方ですから。

島村 :そ ういうのが一杯あるから。それで私は後で見てみて、電力経済研究所なり、その

原子力平和利用調査会、これはもうものすごい活動であったなという気がします。それは

まあ人数もいつぱい集めて、調査の委員会みたいなのをつくって、それに森さんなども顔

を出してるわけです。阿部滋忠さんは勿論のこと、アイソトープの鈴木嘉一君や、堀 純郎

君なんかまで、その頃からちゃんと載つてるんです。だから皆名前が出てくるわけだ。だ

から相当な人をその時に集めてるのです。なんかかんか仕事頼んでは、活動しておられた。

3つあるうちの、それが一番典型的な、活発だつたという気がします。正力さんの方のや
つは、一番活動してないんじゃねぇかという気もするんです。ただこれには、書いた人は

もう死んじゃったから、確かめようもないんだけど。

森 :柴田秀利さんの本ですか。

島村 :柴田さんの本は、まあこれは自分の活動を中心にして書いてありますから。はっきり

せんとこも間違ってる点もあるんでしょうけれども、そこの記述は、読売と日本テレビが

一所懸命になって、海外から使節団を迎えるあれをやったわけです。「――使節団受け入れ

の世論つくりに邁進した。そしてその第一歩として財界と学界の代表者を結集して、原子

力平和利用懇談会を発足させた」と書いてあるんです。さっきの話だと打合せ会であつた

かもしれんけど。

森 :それは、同じだつたのか別だつたのかわからんけど、打ち合わせ会の方は、経団連でや

つてるんです。

島村 :今、読売の副社長として采配をふるつている佐々木君は、その時一介の経済部記者と

して、財界人説得に奔走させられていた。彼の回想によると、さつき森さんが言われたの

と同じ趣旨だけど、電力界の鬼といわれた松永安左衛門や、鮎り|1義介までが、ダムをつく

れば半永久的に利用できるから、原子力発電などやる時期ではないと言つて容易に聞き入

れなかった、と書いてあるんです。 (笑い)松永安左衛門さんだって、原子力に対しては。

森 :かなり長い間。

島村 :躊曙しておつたんだ。だから本当の先覚者じゃなかったわけだな。そういう頭の固い

大物を次々と口説いて、ついに経団連会長の石川一郎を筆頭に、藤山愛一郎、小林 中、小

坂順造、菅 祀之助、石坂泰二等々はじめ、学界からは人木秀次、亀山直人、内田俊一等々、

66人を網羅して、4月 28日 工業クラブで発会式を行い、正力が代表に選ばれたと書いて
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ある。これだつてこう書いてあるから正しいってわけじゃなくて。もう記憶違いで書いて

あるかもしれないから、本当はどうかということ調べようと思つても、この本位が一番詳

しい奴で、正力さんが代表になつたという、原子力平和利用懇談会が、何をやったかとい

うことは皆目わからんのです、記録がない。

森 :そ ういう意味では、あんまりやつてないんじゃないですか。非常に日立つことはやら

れたけども。

島村 :それから、原子力発電資料調査会の方は、原産の本にも書いてあります。高橋 賞さ

んと、法貴四郎さんが、瀬藤さんを尋ねて、金貸してくれつてわけで、外国の資料を集め

なきゃいかんから金が要るつてことで、資料調査会をつくった。そして誰とかを会長にし

ようと思つたけど、引き受けてくれないんで安川第五郎さんに話したら、二つ返事で引き

受けてくれたと、こういうわけで。これは盛んに活躍して、翻訳を一所懸命やったりなん

かした。私は一冊も持ってないけど、盛んに文献を翻訳したりなんかして、部会ごとに配

つたりなんかしておったっていうことで、この活躍もある程度わかるんです。ところで、

ちゃんとした産業界の団体ってことでなくて、さっきのお話にあった「原子力談話会」と

いうのは、だいたい学者の会なんですか。

森 :学者つていうか、青臭い、だいたい助手クラスの人たちです。1952～ 53年ごろです。

島村 :それは代表もなしに、寄り集まって ?

森 :代表は服部、大塚、森の 3人がやつて、「三羽カラス」なんて呼ばれて。あいつら汚れ

てる。財界の人と話しにいくなんて、汚れているからカラスだ、なんて言われて。 (笑い)

三羽′烏つて仇名付けられたんです。

島村 :外務省で時々外交資料を公表します。何十年か経ったそれ以前の分は発表されるけど。

C:稟議書かなんかを残す方法が決まつてるんですか ?公文書館にいくものは何かつていう
のは、決まってないんですか。

島村 :だから公文書館に送ろうと思う人がいるところのものはいくけど、そういう頭がない

人がいるところのものは、一つもいかないわけです。 (笑い)個人差があるわけだ。私が原

子燃料工業 (株 .)にいた時だって、そうだよ。核物質管理で報告書出すでしょ。核物質の

ほかに、廃棄物の量だとか、お役所は思いついた時に聞いてくるわけです。前出した数字

とあんまり違 うといかんと、担当者が心配してる。なにも心配することはない、役所じや

前のと照らしあわせるにしたつて、前のやつはなくなってるんだから。 (笑い)

後藤 :それに、やたら書類を積み上げて、整理は乱雑だし、役所のものか個人のものかわか

んないから。引つ張り出すのが面倒くさいから、その辺に聞いたほうが早いとこういつて、

お叱りを受けるようなことになっちゃう。

C:正直な方は、最初からその、探せばあるかもしれないけど。

島村 :この頃は萩野谷 徹君とこの核物質管理センターで、コンピューターに入れたりなん

かしておるけど、仮にあっても、役所は照らし合わせるつていうようなことはやったこと

がないんだ。だから全然心配いらない。まあどんどん出せやと、 (笑い)言つとるんです。
後藤 :戦後、本当に米軍の将校に言われて、確かにそう言われりゃその通りだ。誰がポス

ト替わつても、ちやんと組織は動いてるんだから、そのファイルは相応のところから出て

くる筈だ。ところが、日本の役所はそれが全然出てこないんですな。

森 :この間、国土庁長官が引継書に署名したとか言つてるけど、あれは何ですか。
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田中:あれは引継事項を皆が書いて。

森 :詳しく書いて ?

田中:いや、詳しくもないけど書いて。それを大臣は読みもしないで、ここに書いてあるか

らあなた引き継いでください、よろしくと。

島村 :渡すほうも引き継いだ方も、読みやせん。 (笑い)

後藤 :大臣の引継書くらいインチキなものないじゃないですか。

田中:これはいかん。ばらしちゃったよ。

島村 :いや本当にいい加減なもんだ。森さんにまたお伺いしたいんだけど、民間の組織とし

ては一応格好ついてるのは三つあって、それが結局原産に統合されたと。その言いだしつ

ぺは、誰だろうか。さつきのお話では、やはり橋本の爺さん。

森 :橋本さんが、正力さんにねじ巻いたんでしょう。

島村 :この本によると、やつぱり柴田氏が米国の産業界の動きを見とつて、で正力さんに進

言したみたいに書いてあるんです。

森 :そ う。両方とも本当かな。

島村 :それで、つまり橋本さんと小坂さんとを呼んで、それで何したと。柴田さんの本では、

こういう形になってるんです。だけど、わたしが総理官邸にいた記憶によると、その 3人

が揃って現れたような記憶がないです。それは橋本の爺さんが、私が見たこともない爺さ

んがひょこひょことやつてきて、正力さんの部屋に入つて行かれて、その後、私が呼ばれ

たことは確かなんです。つまりその。

森 :人を集めろ、ですか。まさに話が合ってますよ。

C:見たことないつて、こられないんですか。

田中:その当時は。原子力委員会は初めてです。

島村 :56年の 1月 か 2月 頃です。

森 :あれは、誰かの講演会の帰りだつたんです。

島村 :それで、総理官邸に財界人を集めろと。そして、まず名簿をつくつて持って行くわね。

正力さんが見て、あれはいい、あれも呼ぶ、正力さんは、下の方はどうでもいいわけです。

大物でないと。そして総理官邸の大広間かなんかでやる段取りつけて、案内状も出して、

やれやれ済んだわいと。ただコーヒーくらい出せばいいんですから、と思ったところに正

力さんに呼ばれて、席順位表持ってこいつて言うんです。席順位の案なんか、誰もつくつ

てないわけ。 (笑い)あわてて、メインテーブルであつちは誰々でこつちは誰々とやつたら、

正力さんは、全然これだめだって言うんです。そして名札をつくらせて、正力さん自分で

考えるわけだ。自分のまん前は誰々と。僕なんかその頃若造でもあるし、知識がないから、

大きな会社の社長ほど偉いというくらいの順番に並べたでしょ。誰か忘れたけれど東電の

社長はとか。正力さんによると、そんなのはずっと脇の方でいいんです。

森 :そ ういう状況でしたから。だから橋本さんにしてみれば、米国に AIFが できたのが原

産ができる前の年ですけど、要するに外国から会員に入ることができる、但し一国一機関

に限るつていう規定があつたんです。それじゃ入ろうというんで、電力経済研究所がもう

AIFの会員に早くからなってるんです。だからイニシアチブ持ってるんです。それでばつ

ばつ頃よしと。だから正力から呼びかけさせることになつて、明後日集めることになつた

ってところまで、私は聞きましたから。
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島村 :正力さんが、いの一番に真つ先に、一番いい席に付けたのが松永安左衛門なんです。

森 :そ うなんです。橋本さんの知恵だと思います。

島村 :それで、あとは皆、その人物の個人的な力量ですな。肩書きはもう全然別で、正力さ

んには不要。その頃まだいわゆるサラリーマン重役も、戦後だからいっぱいいたわけでし

ょ。みんな追放になつちゃって、若造が急に社長になつたりしていた。だから、大会社の

社長であつても、力量なんてたいしたことない。実力者順に駒を並べる。私は、ハハーと

学んだんですよ。

森 :松永さんがまだ原子力に積極的でもなかったし、やっぱりあの人の顔を使わないと電力

付いてこんし。やっぱりそれは前に据えたんでしょう。

島村 :私も森さんも感じたんだけど、今日じや電力でなければ原子力にあらずって時代にな

りましたけど。あの頃は、電力って言うのは本当に控えめでした。

森 :控えめだったですよ。

島村 :ずいぶん長く控えめだったという気がします。つまりさつき仰ったように、メーカー

の方が非常に積極的だったけど、電力の方はずっとかまえて、なかなか。電力関係の人も

勿論いるけれども、さつきの三つの団体にしたつて、以前は電力の人が中心になってるわ

けじゃない。そういうことで、移 り変わりを見たのね。その頃私はまだ若かったし、私の

印象としては、原子力は、どうしてこう老人ばかりが興味を持って一所懸命やるんだろう

かと、不思議に思ってたんです。 (笑い)今 となれば、まだそれでも私より若かったが。
森:ち ょつと言い方変えなきゃならない。

実際、菅さんにしたって大屋さんにしたつて、松根さんにしたって、今の私より若いかも

しれないけど、皆老人ばかりが異常に、石川一郎さんにしたってそうだわな。非常な熱情

持って原子力、原子力。皆ね、仕事済ませたような人ばつかりなんです。

田中:今仕事済ませた人は、何か考えるにしたつて、ないんですよ。あればもう飛びつくで

しょう。

島村 :それはもう、不思議でたまらなからた。

田中:いやあれは、面白かったんでしょうきつと。

島村 :商売になる、実際に自分がやるつていう問題でない、夢みたいなものですから。

田中:そ う、夢だったからあれですよ。

島村 :かえつてもう老人が夢を持つんですな。今言つたような人たちだつて皆、もう大体仕

事を済ました人です。石川一郎さんだって、原子力に情熱感じて、経済団体連合会の会長

という要職をなげうって原子力委員会に飛び込んだ。その時、原子力委員は兼職が禁止さ

れてるから、辞表を書かれるのがなんと百何通。サインだけ自分でされるけど、岩間さん

つて秘書が、せつせと辞表を書く。最後に僕が呼ばれて石川さんに言われたのは、とにか

く4社だけは、どこだったか忘れたけど昭和電工が入つてたことは確かだな。これは切つ

ても切れん関係があるからやらしてくれという話だからtそんなの結構ですよ、そんな辞

表書かれる必要ありませんって言つたんだけど、曲げない人だから。辞表を百何通書かれ

たでしょう。情熱を持つてやられたつていうけど、新聞なんか見ると、もう経団連の方も

四選目か何かで、もう石川さんもそろそろ辞めなきゃいけないんで、丁度いい行き先があ

ったとか、悪口書いてあった新聞もあつたけど、その情熱たるや大したもので。

森 :ええ、よく勉強してましたよ。
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島村 :私もその後いろんなものを読んで、はあんと思うこともあるんだけど。さっきもお話

になった、橋本さんが原子力との出会いつていうのは、巣鴨から出てこられたばっかりの

後藤文夫さんから聞かされたんだと。後藤さんって人は、前から知ってる私の先輩になる

大分県出身の人が友達だと、後藤さんも大分でしょ。私はその人の秘書しとったことがあ

るんで、後藤文夫さんっていうのはよく知ってたんだけど、それで、原産会議に役員とし

て出てこぬは、出てこられても一言も物を言われるわけじゃないし。

森 :なんにも言わない。あの方は二―。

島村 :ど うしてかなと、かねて疑間に思ってたくらいですよ。そして、先覚中の先覚だつた

かと、いう気がするわけです。その後は、ずっと洗つてみると、中曽根康弘氏はいったい、

何で原子力にあぁなったのかと。中曽根氏に言わせりゃ、それより前にも何だつたと言う

んだけど、やっばしこれは、嵯峨根遼吉さんの影響が。

森 :そ うでしょう。

島村 :石川一郎さんも嵯峨根さんなんです。嵯峨根さんから電話が掛かってきて、この際研

究所を見にこないかって言われて見にいった。そうだとすると、嵯峨根さんに源を発して

おる人たちは多いんだ。

森 :多いんです。その通りです。

C:学術会議も嵯峨根さん。

森 :学術会議は宗派がまた少し違いますから。   ′

島村 :茅 さんに言わせると、俺はそのずっと前からだってこう言 うんだけど。茅さんは。

田中 :嵯峨根さんの出身はどちらです。

島村 :知 らんな。嵯峨根さんは。

C:長岡半太郎の子息だから、出身は東京でしょう (長岡半太郎は長崎の大村出身)。

D:あの奥さんが確か、名古屋の岡谷鋼機の社長のお姉さんかなんかで。岡谷の社長、もう

少しで会長になられるんだけど、私の義理の兄にあたります。

森 :嵯峨根さんとこも、少し資料があるかも知れない。この間嵯峨根さんのお嬢さんに会っ

たんです。例の、米軍の飛行機から手紙落としたでしょ。「原爆ができたから、嵯峨根さん

早く日本は降伏する方がいい」という、あの手紙が欲しくなって探したら、RI協会の横山

すみさんが、仙石節子さんっていう嵯峨根先生のお嬢さんに連絡したらいいってんで、電

話したら貴重な手紙を喜んで持ってきてくれまして。

D:あ るんですか。

森 :長崎の直前に、B29か ら落つことしたんです。戦後 2月 くらい経ってようやく嵯峨根さ
んが受取ったんです。

島村 :嵯峨根さんが正確に何年に渡米されたか(1949年 12月 )知 らんけど、菊池正士さんだ

って、朝永振一郎さんだって、あの頃は皆米国に行つておられたんです。それであるけれ

ども、嵯峨根さんだけが、あの方もちょつと異常な感覚持っておられたから、他の方はた

だ勉強ばっかりしておられたみたいだけど。嵯峨根さんはくる人くる人つかまえては原子

力施設を見せておられた。

森 :あの人はやつばり新しいこと好きだった。くる人くる人つかまえちゃあ洗脳してたんで

すよ、あれ。

島村 :しかし、森さんみたいにその当時若い方は別として。あの頃リーダーシップを持って
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おられた方のほとんどは故人ですから。本やなんかに出てくるのは皆。

森:それじゃ島村さん手伝いますから、少し歴史をつくりましょうよ。

島村 :知恵もないけれども、そういう人たちがどういう端緒で原子力に熱心になり始めたん

だということは、私には極めて興味があるんです。

森 :嵯峨根さんの先見性は大変なものでした。

島村 :それからメーカーの方はやっぱしこれは、競争だから鋭敏だな。

A:どっかが始めたら、皆が一所懸命にやる体質があるわけですから。それにしてもやつぱ

り始めたのは、どこかですね。

島村 :やはり会社の トップが、トップで誰かがやれと、調べろということでないと。メーカ

ーの方では、研究者が始めたつてわけじゃないでしょう。そう思うんです。

A:研究者もいるでしょうけど、 トップが皆熱心になってます。
森 :瀬藤さん辺りにあれすると、わかるんですけど。

島村 :瀬藤さんには僕はずいぶんお世話になって。それこそ炉型戦略なんか考えるつていう

んで、聞きにいつた時でも。東芝の、どこのビルだったかなあ、小さな部屋だつたよ。

田中:銀座の辺にあつたマツダビルの。

島村 :何を聞きにいったかっていうと、日本としては軽水炉の場合でも、Pヽ1呪 とBWRと
両方ある、両方あるのもおかしなものじゃないですか。あなたは東芝だけど、いったいど

う思われますかと聞きにいつたことがあるんです。そしたら瀬藤さんは、「島村君、ウェス

ティングだ GEだつて言うけど、皆それぞれ考え出したわけじゃないんだ。ありゃ AEC
(米国原子力委員会)が研究した結果をウェスティングとGEに渡して、それをああいう
風にもてはやしただけで、まだどつちがいいかわからん。しかしこれ要するに似たような

もんだ。日本で両方やってもそれは良いだろう。」という話を。

森:それは、正鵠な話だ。

後藤 :大 したものだ。

島村 :瀬藤さんについては、いろんな思い出もあるけど、その話が一番。原子力の炉型戦略

的な面としては、時々思い起こすんです。

森 :それいつ頃ですか。

島村 :コルダホール型東海発電炉を入れることは決まつたけれど、その次は軽水炉だといつ

ていた頃。

B:JPDRを どつちにするかつて、いう頃ですか。

森 :これは書かなかつたんだけど、さつき申し上げたハフスタッドさんって、私の部屋に最

近こられたんですよ。去年、一昨年になりますか 11月 頃。電中研の人が私のところに連

れてきたと思うんですけど。要するに「原子力を最初日本に平和利用しなさいって勧めた

一人」が自分だと。ホプキンスとローレンスと自分の 3人で東京で講演会を開いて訴えた。

島村 :その講演会はこれに詳しく書いてあります。

森 :そ うです。それで結果、なんか知らんけど今や米国より日本は進んでるそうで、誰かに

「お祝い言いたい」と思つたら、私の友達がこいつ (森)に言つとけばある程度関係者に

伝わるだろうと言われてきましたというわけです。私は、「ところでハフスタッドさん、一

番最初は確かにお名前見たけど、途中から米国の原子力界からお名前がなくなったように

思うんだけど、何故ですか」つて言つたら、「いやその通りなんだ」って言うんです。面白
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い話なんですけど、ソ連が 5千 kWの原子力発電をやり、米国は、大変だ、これ早く追い
つかなきゃいかんと大騒ぎになって、それじゃ潜水艦の炉を陸に上げて発電すりゃ一番い

いってんで、シッピングポー ト原発をつくり、軽水炉発電を急ぐことになった。

その時に、彼は反対したんですって。そこにあるものを、ぽんと乗せるつていうのは、ち

ょつと乱暴すぎる。もう少し、どの炉型が一番発電に向いているかを議論してから取り掛

かるべきだと、ずいぶんがんばったんだけど、「皆、とにかくソ連に追いつくことで頭が一

杯だつたんで、押し切られてしまった。それが気に入らないので、わしは辞めアカデミー

ヘ帰つちやつた」と。私も、軽水炉はよほど「運がいい」炉なんですなと言つたら、そう

かもしれんって笑つてましたけど。本当にお話しするのがやっとなんですよ、もう 85位

です。ちよつと私も劇的な対談だつたと思う。たまたまぽんとこられたもんですから、30

分位しかお会いできなくて。あの当時米国では、そういう議論があつたんですな。

島村 :読売で呼んだ、最初にきたのはゼネラルダイナミクス社長のホプキンス。招聘した使

節団は、当時既に誰も知らぬものとていない原子物理学者、サイクロトロンの発明でノー

ベル賞に輝いたアーネス ト・ローレンス博士。それに続いて米国原子力委員会の原子力開

発部長として工業界の第一歩を受け入れ、特別功労賞を受けたローレンス・ハフスタッド

博士。加えるに、私に原子力への目を開かせてくれたバーモン・ウェルシュ副社長と。

森 :ああ、あの一行ですね。

島村 :この話も、原産の本にはちょつと何行か書いてあるけれど、さつき私が言つた前史で

しょ。だから日本の開発には、これは相当大きな影響与えてると思うんです。読売にもう

トップで書き立てて、日比谷公会堂が聴衆で一杯になったと書いてあるでしょ。その講演

会は 55年です。だからあの本の中では、それは柴田氏が皆自分の功績のごとく、書いて

ある本だけども、そうはいつても無視することはできないと思う。

森 :いや、彼は当時の真相をよく知ってます。正力さんの秘書官です。単なる秘書でなくて。

B:じゃあ生きておられるんですか。
森 :いや、昨年亡くなられた。若かつたけど、まだ若いのに。

島村 :お葬式にいつたけど。この部屋にもきてくれたことあるんだ。あの本は僕の名前が二

ヶ所くらい出てくるから、一冊ぐらいくれていい筈なのに。とにかく、「島村が怒鳴り込ん

できた」と書いてあるんだ。正月声明[原子力委員会の初会合(1956.1.4.)の とき「原子力発

電は実用段階」と言う趣旨の声明を、正力委員長が抜き打ち的に発表した]の ときに。

田中:あの声明の時に。正力さんを怒りにいつたんだ。我ながらよしゃあいいのに。 (笑い)

島村 :あの時、ばかなこと勝手にしてもらつちゃ困ると思つて、僕が怒鳴り込みにいつた。

田中:大臣に言う代わりに柴田さんに言つたんですよ。

島村 :その前に正力さんから、12月 28日 に命令がきて、声明出すから原稿つくってくれつ

てから、僕書いたんですよ。我ながらよくできたと思って渡しておいた。ところが 1月 4

日、正力さんから配られた声明見てみると、僕が書いたのとは全然違うんです。 (笑い)

田中 :で、怒っちゃつた。

森 :あの時は、私の家に湯川さんから電話掛かつてきたんです。「すぐこい」と、「原子力委

員辞めようと思うから」。福田家に呼び出されたんです。湯川さん、その声明を読んで頭に

きた、もう基礎研究なんてしなくていいつて言つとる、こんなのお前たちが原子力委員会

に入れつていうから入つたけど、もう辞めるつて。「先生いくら何でも今日入つて一日目に
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辞めるつてことはないでしょう」まあ、なだめたんです。湯り||さ んの奥さんのスミさんと
一緒になだめた。そっち側では、そういうことがあったんですか。それを知らないから、
役所もいいカロ減だなあ。どうしてこんな声明出したんだろうなと思ってたんだけど。
島村 :それが、島村が怒鳴り込んできたと書いてある。

田中:怒鳴らぎるを得なくなっちゃったから。

森 :それでわかりましたよ。

島村 :それでこの本によると、その後島村とは仲直りしたと書いてありますけど。だから一
冊位はくれても当然。面白くおかしく、そぅ書いてあるわけです。
森 :あの頃は、もう本当に大変だった。

島村 :「5年以内に原子力発電をやる」という声明出せと、柴田氏が正力さんに進言して。
森:柴田さんと正力さんとは、向こう側でそれやっとったわけね。
島村 :柴田さんは、結局喧嘩して読売から飛び出たんだな。
田中:最後はそこ書いてあるから。始めのほうに、大喧嘩したって書いてある。次の社長は
柴田だつて言ったんだけど、後で暴言吐いたんで、怒って俺やめちゃったって。面白いや
つ。 1985年に中央公論社から出ている厚い本です。ほとんど鴨アと原子力のこと。
島村 :だけどさ、正力さんもだけど、この人も相当曲者ですよ。
田中:その辺ちょっと松根さんが絡んでたんじゃないですか。松根さんも柴田さんが。
島村 :松根さんて、誰でも彼でも呼んで話を聞く、あれを説明しろ、これを説明しろ。
後藤 :あの頃の大人物は、皆横暴。 (笑 )

島村 :そ う、大臣以上です。外務省であるぅと通産省であろうと、誰でも呼ぶんだもん。
後藤 :大同製鋼本社ビルに松根さんの部屋があって、「鎮座」しておられるところに、片っ
端から呼びつけるわけです。私は全然関係ないけど、この中でちいと物の分かるのはお前
くらいだって、年がら年中僕呼びつけられる、蕎麦一杯食わされて。そのあげくにこんな
に資料持ってきて、これを俺が聞いてわかるように、30分で説明しろというんで。
田中:本当によく呼びつけてたな。

島村 :松根さんは何でまた原子力に 一―。

森:電事連の副会長だったんです。あの頃菅さんが初めて電気事業連合会というものを、
独立した組織としてつくろうとした。そこで初めて電力会社以外から、専任の副会長を連
れてきたんです。今では全く違うでしょう、東電の常務から副会長が入れ替わりでくる。
島村 :今は、東電かなんかから連れてきて適当にやっとけっていぅ感じですから。あのころ
はプロパーをつくらなきゃいかんというんで、総務部長も、プロパーで採用したんです。
森 :全然電力に関係ない方です。名前は忘れたけど。その時は菅さんらしく、ある程度一つ
の独立した団体としてきちっとやろうと、ごくわずかな間そういう時期があったんです。
島村 :松根さん、僕も昔は知らんけど、とにかく第一回の原産の原子力調査団で、僕も役人
やつてたから、「顧問」かなんかで参力日して 一

森 :あれは壮々たるメムバーでしたね。本川田さんとか、まだ常務でしたよ。皆その後でい
わゆるオーナー社長みたいになられた人ばかり。富士電機の前田七之進さんも入っておら
れましたかな。皆さんそれぞれ。

B:住友電工の坂本さんが行つたやつですね。

森 :そ うです。技術課長くらいの時に。
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島村 :外遊中に電報が入つて、技術部長か研究部長かに出世されたんです。

森 :あの頃の外遊は、長いですから大変です。lヶ月くらいすぐ経っちゃう。

島村 :そ ういうあれに入つてたんですけど、私なんか肩書きは課長だつたんだけど、役人だ

から「顧問」として入れてもらって、お供してぐるつと回つたんです。2ヶ 月半くらいだ

ったかな。途中で帰る人もあつたし、入れ替わりも多少あったかもしれませんけど、そう

するとそりゃ顔見知りつて言 うより、大抵でも親しくなりますわな。土光さん (当時石り||

島重工業社長)なんか、その後の旅で顔を合わせるけど、土光さんその時以来、島村は原
子力屋だと思つてる。土光さんは私のことを、原子力ばっかりやつてると思ってるんです。

森:団長は、大屋 敦さんですか。

島村 :団長は大屋さん。1956年のことで、海外は初めての方も多い。特に電力会社は、と

にかくその時代なんか国内の産業ですから。メーカーさんと違って輸出入についての知識

がない。まあ輸入はあるけども、電力の人なんていうのは国外に出たことないでしょう。

大きな発電所でもつくるつて時、借款もらいに、経理担当の方がやっと行かれるくらいで。

原子力なんてことで電力さんから海外へ出たのは、木川田さんがそれこそ初めて位のもの

じゃないですか。

森 :いや、あの時は、時効だからいいけれども、鈴々たる顔ぶれでしょうが。とにかく外貨

をもつとなんとかしろといわれて、ちょつとやったら見付かりまして。原産の人じやなか

ったけど。あのころは為替管理が厳しかつたですな。

島村 :そ りゃ厳しかつたですよ。私が、課長のくせに役人としては最高の、局長クラスの費

用が出たんだけど、一日当り 19ドル 50セントかな。ずいぶん偉い人と一緒にいくにはた

まんなかつたですよ。そりゃ国内でこそ土光だとか木川田だとかつて、米国に上陸したら、

何の誰兵衛やらわからんのだから。先方の都合で部屋割当てられるでしょう。翌日の朝出

発の前に、キャシャーの前で支払つているのを見ていると、瀬藤さんなんかより僕の方が

高かったりするわけ。 (笑い)

後藤 :私も経験ありますよ。課長の時に、お偉方の会議に付いていったら、僕の部屋が、大

屋晋三さんの次に高いんだもの。俺、もう本当に泣いたよ。金払えやせんもん。

島村 :ウエーキ島に寄つてハワイに行くでしょ。ロイヤルハワイとかあるでしょ。僕の部屋

は幸いにして、まだハワイで近いせいか、悪い部屋だつたんです。それでも、部屋代が 17

ドル.朝飯したらはみ出ちやう。
川島:それにしても 2ヶ月半というのは長いですよ。

島村:飛行機は遅かった。クリッパーかなんかで。とにかくウエーキ島で給油していかな

きゃ、ハワイにも寄れなかった。

森 :そのかわり送る方も大変です。羽田で万歳三唱してさ。    ｀

後藤 :私もウエーキ島で給油です。59年に行った時、やっばりそうでしたな。

島村:56年の 9月 に出発したかな。ロンドンに行つたら、もうオーバー買わなきゃならん

かつたですよ。スウェーデンなんか行つたら雪が降ってんの。長いこと掛かつたんで、そ

ういう状況でした。僕なんかのオーバーなんていうのは、ロンドンの百貨店に行つても、

子供売り場のほうに回されるし。 (笑い)

森 :あの頃からス
`リ
ムでいらっしゃったから。

島村 :だけどおかげで、そういうことあつたから、産業界の方々に面識を得て。木り|1田 さん
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なんかずいぶんかわいがって下さつた方です。だから良かつたんですけど。原子力の知識

より、そういう方に知られる方が得して、よかったぐらいでしたが。松根さんなんかは、

他の仕事されないで、調査団の団員としてずっと一緒だったわけです。

森 :あの人もまじめに歩いてました ?

島村 :ええ。東海岸の魚釣りに一ぺん行かれたけど。それでまだ、ヨーロッパなんか商社も

ないでしょ。駐在員がデュッセルにいるんです。パリになんかも、一人もいないんです。

一軒もまだ店出してない。パリになんて店出したら、案内ばっかりの仕事になっちゃうか

らっていうんで、皆敬遠してデュッセルくらいにある。それで皆どっからでも飛んでくる

んです。米国に行つても、ニューヨークからサンフランシスコまででも、商社の人がやつ

てくる。けど、皆さん決してお金に不自由はなかったです。腹巻か何かにいつぱい持って

おられるし。商社の人は現地で調達されるし。困つたのは私くらい ――。

森 :いや、だからだいぶお世話したんです。ちょつとやりすぎたなと。

島村 :私の方まで手が回りかねた。

森 :そ うそう。 (笑い)円がなきゃ。やっぱリドルはさしあげられませんから。

島村 :最後にローマに着いた時は、切符だけだ。飛行機に乗りさえすれば飯は食わせてくれ

て日本まで運んでくれると、そう言われりゃ―、思い出がありますけど。

後藤 :そ うですね、僕が帰りにグアム島に寄つたときには、ポケットの中に 18セ ントしか

なかった。そしたら、喉渇いてしょうがなかいもんだから、コカコーラを一本 15セント

で飲んだんです。ポケットには 3セ ントしかない。帰りに税関で、お前さん外貨どの位持

つてるんだっていうんで 1セ ント玉を 3つ出したら、人をばかにするなって係官怒 り出し

て。本当に俺これだけしかないんだって言つたら、立派なもんだって。立派じやない、金

ないんだよって。 (笑い)

島村 :いや、ちょつとまとまりませんけど。時々勉強はじとるつもりなんですけど、皆さん

方でも、何か古いもんでもありましたら、お知らせいただくと有難いです。

森 :ち ょつと集めますか、それじや、ぼちばちと。

川島:いつ頃から書き始めるおつもりなんですか。もう書いておられるんですか。

島村:前史のほうは、すぐしようと思つてるんですが。いつぺん森さんに産業界のこと伺っ

て、ある程度のことは考えてましたけど、細かい点はわからないけど、ある程度まとまり

そうな気はする。学界のほうは大分念入りに聞きすぎたくらいで。政界のほうは私も半分

くらいは知っとるし、話も問いたでしょ。残りは行政でしょ。さっきお話した計画二課の

課長を越智君が僕の前にやつてました。今、どこかの石油の社長やつてるわな。

後藤 :あの越智君ですか、越智度男 (おち のりお)君。合成アルコール。

島村 :彼に、原子力利用準備調査会時代の話を聞かせてくれと。僕の持ってる資料も村田 浩

君からもらつた資料も送って、少し思い出してくれと。村田君でもいいわけだけど、村田

君はずつとだから、向こうはかえつてごちやごちゃになってると思うんだ。原子力やつた

ことのない男だつたら、鮮烈に覚えてると思つたら、「休み潰して詳細に読んで懐かしかつ

たけど、書いてあること以外に、どうしても思い出せない。」つて言うんですよ。

森:こ ういうものは、話してるうちに思い出しますよ。

島村 :それで、当時経済企画庁の次官しとつた、東電副社長の石原武夫さんとこもいつたん

だけど、これも覚えてないって言うんです。君の方が詳しいよつて、君に皆任しとつたか
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らって調子でしよ。 (笑い)それで、しょうがないから村田君に頼んで、その次は原子力利

用準備調査会。原子力委員会の前身みたいなもんでしよう。あれが皆忘れられてるから、

あれのことも書かなきゃいかんと思うんだけど、僕は半分より後だから。前半の話を少し

聞きたいと。

川島:村田さん、当時メモをずいぶん取つて持つておられたけど、少し捨てたとか言つてお

られました。

島村 :精密じやなくていいし。記憶だけでもいいから、思い出ぐらいのことでもいいから話

してくれつて。田中君だつて、工業技術院にいたから。調査会に出す資料なんかも工業技

術院でずいぶん準備したんだし。

森 :すいません、ちょつと私。

島村 :今 日はどうもありがとうございました。4時過ぎちゃつて。お忙しいところどうも。

今後ともよろしくご協力お願い致します。

森 :いま、公明党がおかしくなつたということで。

島村 :公明党もわけわからなくなってきたねえ。伏見先生にしつかりしなさいと
― 。

(加筆訂正 :森 一久)

(出席者懇談)

田中 :草の根運動というのがあんまり出てくるようになつたら、非常にあぶないんだそう

です。西独が今から14～5年前草の根運動が、ちようど日本と同じようになつて、それか

らだんだん具合が悪くなってきちやつて、長く続くらしいんです。それで今度非常に心配

なのは、グリーンパーティが出てくると困つちやう。それで公明党あたりも、ちよつと心

配している。

島村 :自 然保護ね ――環境保護。知床問題など日本になかつたわけじやないけど、全然横

断的でなく散発的でしょ。日本じやそうたいして心配するあれはなかつたけれど、最近な

にするのは、女の人だということですよ。

田中 :だから女の方から選ばれて出てくるようになると、今まで関心のなかつた女性が面

白半分に投票でもされると、沢山出てきて、沢山と言うことじやなくても、3人でも出て

きたらちょつと具合悪くなつちゃう。

島村 :話聞かせたつて、もう聴こうともしないし、理論的に話してもわからないし。純情

そのもので「子供を守ろう」と言うようなことだけですから、却って怖いですよ。

田中 :しかし、この間の 23日 、24日 に配布された資料をできるだけ集めさせて見てみる

と、まるつきり原子力はなんだなんて、中身は全然書いてないんです。要するに怖いもん

だから、あれは止めさせるようにしましょうつてことで、こういうことをやりましょうと

書いてある。まるつきりなんだよ、原子力は怖いものと一言しかない。後はず―つとこん

なことすると面白い、こうやつて皆でやつつけちやいましょうということだけなんだ。あ

れで通つちやうのは、イヤになつちゃうな。

島村 :こ の頃、なんてつたつて国民の生活は落ち着いて、少し余裕が出るようになつたで

しょ。僕の家もそうなんだけど、女は暇になつとるわけなんだ。そうすると、一番流行る

のが、新間の折込なんかに、なんとかカルチャーセンターとかいうのが出ているでしよう。

なんでもあるでしよう。いつぱい女がいくわけさ。僕の女房は古墳に凝りだして、始末に
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困るわ。

後藤 :古墳はいいですよ、歴史に ――。

島村 :カルチャーセンターにいかない人は何するかというと、ふとした動機で子供を守ろ

うなんてことになると、そつちにいっちゃうわけだ。そうすると自費を使ってでも参加す

るし、暇があるんだし。僕は文化が向上したせいじゃないかという気がするなあ。女性に

ゆとりが出てきた。

B:その通りだと思います。
川島 :四国の伊方原子力発電所で反対の帰りに橋を見て、観光コースみたいなもんです。

田中 :観光コースだつたですか。そんなつまらんことやられて、よわっちゃう。

それで思い出すんですが、伊方の発電所に手をつけたときに一番反対した人、60前後から

上の人、その人達は反対するのが非常に生き甲斐だというんだなあ。こっちはむきになっ

て一所懸命大文夫と言うでしょう、ダメダメそんなことじゃ全然ダメつて言つて、われわ

れ行つていろいろと陳情したりするでしょう、それを見て喜んでいるわけです。だから、

世の中騒がして、愉快犯ですよ。反対運動がだんだん鎮火したら、バタバタ死んでいっち

ゃうんでしょ。しょうがね―や。

後藤 :それから、全然原子力に関係のない私の知り合いの奥さんで、ちゃんとしたインテリ

なんですけど、そこの坊やがすばらしくできのいい、運動もよくできるし、頭のいい一人

つ子なんです。かわいくてかわいくてしょうがないんですよ、親父がすこしずつこけるも

んだから――。それでその奥さんが僕をつかまえて聞いたのは、「原子力発電所というのは

本当に大文夫なんですか」というんです。なんで原子力発電所なんだと聞いたら、チェル

ノブイリ事故とかいつて、この子たちが大きくなったとき大変なことになる一 。父親は
商社の幹部で、原子力には全然関係のない人なんです。そう知能指数も低くない、頭のい

い奥さんが、子供が′い配だというわけです。こういうのは困るんだなあ。

B:若干 10年周期位の学生運動の名残もあつて、反体制運動は頭のいいやつがやっている
のがまだ残つているでしょう。それに、怖いって話には、皆さん飛びつくでしょう。二つ

重なりまして。怖いって話というのは、原子力じゃないけど、今朝の朝日新聞の投書で「貧

血に肉と魚を食べれば鉄分が取れて良いってのは、ものの本で勉強したんだけれど、肉は

やはり化学飼料だとか抗生物質が入つていて怖い、魚は海が汚れているところから採れる

から怖い、私共は肴も肉もなるべく食べないで野菜を食べて貧血は我慢するんだ。」という

投書がある。

島村 :それで放射能降ったらかなわんというわけか。

B:そ ういう怖い話というのは非常に信じる。宗教みたいなものになる。

田中 :宗教ですね。

後藤 :私に訊いた奥さんも、子供に食べさせる物が′卜配だというわけですよ。

田中 :それでもう一度言うんですが。伊方で反対した人達は非常に喜んだんですな。30人

位集まってくる人達は、歳が 60以上でしょう。それで反原子力というのを旗印にしてわ

あわあやつて、後は世間話をして楽しんで帰つていくわけです。そんなところに呼び込ま

れて、一所懸命説明するこつちのバカがいやになつちゃう、あほらしい。

後藤 :う ちのばあさんあたりがそれ位の年齢ですよ。暇で暇でしようがないんだな。子供は

大きくなっちゃってるし。
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(参考)仙石節子回顧談(「嵯峨根遼吉記念文集」より)
父に宛てたこの手紙は、1945年 8月 9日長崎に原爆が投下されてから数時間後の午後 3
時に、爆心地から約 50キ ロ離れた諫早市郊外有喜方面の田圃で回収されました。それは
爆風の大きさを測るために原爆と同時に、落下傘を付けて投下された観測用ゾンデの内側
に貼り付けられた形で、帝国海軍技術中尉北村軍治氏により発見されたのです。
ここにある 3人の友 (中略)D■ Luisヽ1l Alvarez、 D■ RObert Serber、 DI Philip MorrisOn
は (中略)広島、長崎に原爆を投下するため技術者としてアリゾナ砂漠での第 1回実験に
引き続き、南太平洋のマリアナ諸島の小島 Tinianにきていました。
数日前の広島への原爆投下にもかかわらず、日本の降伏の色が見えないため、第 2の原爆
を搭載したB29を 12時間後の長崎投下を目指してTinian島 を発進させる準備が進められ
ていたその時、アルバレー博士の発想からこの父宛ての手紙が発進を数分後に控えて製作
されたのです。 (中略)

諫早の海軍技術者の宿舎でゾンデから取り出された手紙は、直ちに海軍省へ届けられまし
たが、父がこの手紙のことを知ったのは海軍省からではなく、諫早の宿舎でゾンデが解体
された折、東大出身で父の名を知っていた技術士が居合わせ、その人から父はこの手紙の
ことを知らされたのです。しかし、父がこの手紙を目にしたのは、長崎に原爆が投下され
てから約 2ヶ月後の 9月末のことでした。父は佐世保の元海軍鎮守府を訪れ、西田少将か
らこの手紙を受け取っています。

この手紙にはサィンがしてありませんでした。父は 1946年 3月 、
ン・コンプ トン博士にこの手紙を託し、その兄のアーサー・コンプ
人を捜してもらうよう依頼しました。 (中略)
一方、ローレンス研究所に戻つたアルバレー博士は、日本の物理学者が戦時中及び終戦後
のアメリカの科学雑誌や学会の資料等を入手できないでいることを知りました。 (中略)博
士は真珠湾攻撃以後の Physical Re宙 ew誌全巻と、同時期の Science Abstractsを 日本の
科学者のためもらい受け、 (中略)GHQの一員として来日していたFox博士あて送り届け、
東大の父の研究室へ届くよう手配して呉れるよう依頼しました。その依頼の手紙の中でア
ルバレー博士は長崎に投下した手紙のことを述べ、一部でも自分のところへ記念に戻して
もらえたらと尋ねてきたのです。Fox博士のもとへ送られた Physical Reviewと Science
Abstractsは、ただちに父の所へ届けられました。 (中略)
1949年 12月 、 (中略)アイオヮ大学に向かう途中父はバークレーに立ち寄り、カリフォ
ルニア大学でアルバレー博士と再会、そこで長崎の手紙の写真コピーにアルバレー博士の
サインをもらったのです。1949年 12月 22日 のことでした。(中略)
父の 13回忌に当たり、(中略)古い書類を整理して(中略)カ リフォルニア滞在中と記された
書類の東から、アルバレー博士とモリソン博士のオリジナルサイン(手紙の左上と右下)の
ある写真コピーの手紙が発見されました。モリソン博士のサインは 1950年 6月 3日 にな
つています。モリソン博士が、この手紙にどこでサィンされたのかは分かりません。
私達の記憶にある父の机はいつも書類の山で、本人は整理してあるのだと言ってはおりま
したものの、一度これらの中に埋没してしまうと中々見つけられないままのものがあった
のに違いありません。今回アルバレー博士とモリソン博士のオリジナルサインのあるコピ
ーが見付かり、安堵しているのは、もしかしたら父ではないかと苦笑している次第です。

来日していたゥイルソ

トン博士に手紙の差出
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In a happier tilne.

With best wishes

June 3,1950 Philip Morrison

Headquarters

AtoIInic bomb colnmand

August 9,1945

To:Prol R.Sagane,

From:Three ofyour ibrmer scientiflc c01leagues

during your stay in the United States,

1ヽ石e are sending this as a personallnessage to urge that

you use your influence as a reputable nuclear physicist,

to convince the Japanese General Staffofthe terrible

consequences、vhich will be suffered by your people

ifyou continue in this wa■

You have known for several years that an atolnic

bomb could be built if a natiOn were willing to pay

the enormous cost ofpreparing the neCessaり

material. Now that you have seen that、 ve have con‐

structed the production plants,there can be no doubt in your lnind,

that all the output ofthese factories,working 24 hours a

day2 will be exploded on your homeland.

Within the space ofthree weeks,we have proof‐flred one bomb

in the AInerican desert,exploded one in Hiroshilna,and

flred the third this mOrning.

ミ、ilnplore you to conirm these facts to your leaders,

and tO dO yOur utmost to stop the destruction and

waste oflife、vhich can only result in the total

annihilation of all your cities ifcontinued. As scientists,

we deplore the use to which a beautiful dislovery has been

put,but we can assure you that unless Japan

surrenders at once,this rain of atolnic bombs will

increase lnanifold in fury.

Finally signed

Dec.22,1949

to lny friend Sagane

with best regards from

Luis ⅥI Alvarez
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